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独立的意味／非独立的意味 ［（独） selbstiin

dige Bedeutung/unselbstiindige Bedeutung] 

意味の領域における独立的と非独立的の区
別。あるいは自義的と共範鴎的との区別を基
礎づける意味領域における区別。したがって
ここでも， 非独立的内容は単独では存在しえ
ず， より包括的な全体の部分としてのみ存在 
しうるということ， またこの存在不可能性は
内容自身の本質に由来するアプリオリな法則
性であるということが妥当する。もっとも意
味はイデア的な統一体であり， 意味の独立
性／非独立伎の区別を， 意味された対象の独
立性／非独立性の区別に単純に〈還元〉する
ことはできない。たとえば赤さとし、う非独立
的契機は〈赤さ〉とし、う独立的意味の対象で
ある。結局， 意味の独立性／非独立性はそれ
が基礎づける自義的／共範時的の区別の中で
最もよく例証される。なぜなら言語は区別可
能なあらゆる意味形式に区別可能な各々の表
現を付与しうるからである。またフッサ ール
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によれば典型的な共範時語のみならず， 「 ト
マトより赤L、」 や 「氷の上で」 のような複合
的表現の意味も非独立的である。つまりある
意味が一つの具体的な意味作用の完全な意味
を形成しうる場合にそれは独立的であり， そ
うでなければ非独立的である［LU ll /1 312］。
この領域に おけるアプリオリな意味法則
は 「緑はそしてである」のような無意味（Un

sinn）を排除し，普遍文法学を基礎づける
のに対し，本来の論理法則は 「丸い四角」 の
ような分析的反意味 （Widersinn）を排除す
る。4⑧共範時語〔共義語〕，独立性／非独立性，
無意味／反意味 （柴田正良）
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